
公立大学法人   都留文科大学 

 

第 16 回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 30年 11 月 21 日（水） 

場  所：本部棟 3階大会議室 

出席者：福田誠治学長、阿毛久芳副学長、新保祐司副学長、谷内治彦事務局長、小林重雄理事、 

西尾理学長補佐、平野耕一学長補佐、加藤めぐみ学長補佐、 

加藤敦子国文学科長、中地幸英文学科長、山本芳美比較文化学科長、 

寺川宏之学校教育学科長、高田研地域社会学科長、竹島達也大学院研究科委員長、 

野中潤図書館長(兼)情報ｾﾝﾀｰ長、廣田健教職支援ｾﾝﾀｰ長、竹下勝雄地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、 

大辻千恵子国際交流ｾﾝﾀｰ長、豊嶋朗子語学教育ｾﾝﾀｰ長、市原学入学ｾﾝﾀｰ長 

矢嶋亘総務課長、小宮文彦経営企画課長、澄川宏学生課長 

欠席者：樋口雄人学長補佐 

 

■挨拶 

  福田誠治学長よりあいさつ          

 

議  事 

（１） 今年度に採用する専任・特任人事について（教員配置計画案） 

○担当から資料 1に基づき説明。修正が必要であれば明日の昼頃までに報告し、夕方には 

専任教員にお知らせする。 

◇国際政治学 

・専任教員（講師）の退職に伴い、准教授または講師を推薦公募する。 

・担当から選考委員会の委員の報告があった。 

 

（２） 非常勤講師担当科目コマの発議・提案について（比較文化学科） 

◇共生社会論、多文化社会の言語・教育 

○担当から資料 2に基づき説明。提案通り承認。 

・担当者の定年退職に伴う提案。 

・指摘があった箇所を修正する。 

→第３条２項第２号に該当に変更する。 

→学会の大会発表要旨集はその他に記載する。 

     ◇Comunicative English  

     ・今回は発議のみで次回提案する。 

 

（３） 昇任人事について 

○担当から資料 3 に基づき説明。学科長から教員昇任選考委員会の学科の委員について、 

報告があった。残りの委員については、次回学長が提案する。 

・国文学科 1件、学校教育学科 4件の昇任人事。 

・地域社会学科の 1件については、担当に報告する。 

 

 



 

（４） 語学教育改革の経緯と非常勤講師の問題について 

○担当から資料 4に基づき説明。来年度の授業に影響が出ないように、代わりの非常勤講 

師を探すことも了承する。 

 

（５） 共通外国語科目非常勤講師採用方法変更について 

○担当から資料 5に基づき説明。提案通り承認。 

 

（６） 都留文科大学学生生活支援連絡会議規則（案）について 

○担当から資料 6に基づき説明。意見をもとに修正し、次回再度提案する。 

     ・学生相談案件の相談窓口を明確にして支援の連携強化等を図るために連絡会議を置く。 

・第 4条 3項の「センター長」は「学長補佐（学生担当）」に修正する。 

・決議事項はないので、第 4条の最後の項は削除する意見があったので検討する。 

 

３ 報  告 

○特になし。 

 

４ その他 

○学長から次期学科長の報告があった。  

 

 

５ 閉  会 

 

以上 


